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議会HPへアクセスします

大きく育て美咲の子ども　君の意見が未来をつくる

インスタ始めました！

14議員新体制で発進！！………❷〜❺
こんなことが決まりました………❻〜❼
13議員が町政を問う………⓫〜⓲
＜特集＞ 子ども議会・座談会 with美咲町議会………⓴〜�

主な内容
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魅
力
あ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り

江
え

原
ばら

 一
かず

夫
お

 議員
� （1期目)
①�たまごかけごはん
�（食堂かめっち。)
②�バイク　釣り
　理容師

地域でまもる農地

そばの栽培、収穫、販売

みんなで取り組む地域づくり

大
だいてん

天 嘉
よしゆき

行 議員
� （1期目)
①�紅そば亭
②�折り紙　野外活動
キャンプディレ
クター

　�レクリエーション
コーディネーター

美咲町民が住んで良かったと思える

町づくりを目指します

三
み

船
ふね

 博
ひろ

之
ゆき

 議員
� （2期目)
①�二上山両山寺
②�ツーリング
　ソロキャンプ
　シュノーケリング
　剣道　弓道

中
なか

西
にし

 伶
れ

王
お

 議員
� （2期目)
①�8月の周佐の蓮田
②�料理

住みたい・住み続けたい

町づくり

矢
や

吹
ぶき

 一
いち

郎
ろう

 議員
� （2期目)
①�三休公園の桜
②�孫と温泉巡り
　トランペット
　柔道二段

ハードからソフトへ
「住民福祉は、中身で勝負」
日本一住み良い町を目指して

板
いた

垣
がき

 正
まさ

寿
とし

 議員
� （2期目)
①�つなぐ棚田遺産
②�アート

若者、女性、全世代が

まちづくりに参画できる風潮を

つくります

まちづくりへの抱負

新議員
14人の
紹介！

任期満了に伴う町議会議員選挙が
4月13日に行われ

１４人の新議員が決まりました。
各議員のまちづくりへの抱負と合わせて

を紹介します。

①美咲町のおすすめスポット

②趣味・特技・資格など 委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

14   
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他



3 みさき

人
々
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

目
指
し
て
活
動
し
ま
す

左
さ

居
こ

 喜
よし

次
つぐ

 議員
� （4期目)
①�打穴北の高台か
らの眺望

②�二上護法祭保存
会会長（護法祭
は今年750回を
迎えます）

山
やま

本
もと

　 資
たすく

 議員
� （2期目)
①�北和気資料館
②�グラウンドゴルフ
　草刈作業
　サックス

少
子
高
齢
化
の
進
む
今
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
を
高
め

美
咲
町
を
盛
り
上
げ
る
！！

藤
ふじ

井
い

 智
とも

江
え

 議員
� （3期目)
①�羽仁地域に流れ
る甲和気川の蛍

②�読書　写真
　介護福祉士
　ケアマネージャー

一人ひとりが、本当に大切にされているという実感を持てるまちづくり

小
こばやし

林 達
たつ

夫
お

 議員
� （3期目)
①�本山寺の三重塔
②�釣り　ゴルフ
　城の石積を見る

皆さんの税金を

無駄遣いしない町政と

世代を超え共存できる町へ

延
のぶ

原
はら

 正
まさ

憲
のり

 議員
� （4期目)
①�月の輪古墳
②�ゴルフ　バイク
　狩猟免許

安全・安心 そして健康で

こころ豊かに生活できる

元気な美咲町に!!

松
まつ

田
だ

 英
えい

二
じ

 議員
� （5期目)
①�柵原ふれあい鉱
山公園

②�家族と行く温泉
めぐり

　保護司

皆
様
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

誇
り
高
き
裏
方
と
し
て

働
き
ま
す

山
やま

本
もと

 宏
こう

治
じ

 議員
� （6期目)
①�岸田吟香関連施設
②�家庭料理

副議長

地域課題の解決に向けて

みなさんの声と共に

がんばります

松
まつ

島
しま

　 啓
ひろむ

 議員
� （6期目)
①�棚田からの夕陽
②�美術鑑賞　読書
　ゴルフ

議 長

町民全世代の想いを

政策提言し、持続可能な

まちづくりに挑みます

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

   14
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 
一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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14議員新 体制で発進！！
美咲町議会における 議長・副議長・各委員会構成などが　決まりました。 新人2人が加わった14人の新体制でスタートします。

　

こ
の
度
、
引
き
続
き
議

長
職
を
拝
命
し
、
身
に
余

る
光
栄
で
責
任
の
重
さ
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
町
議
会
議
員
選

挙
で
は
、56・５
％
と
い
う

過
去
最
低
の
投
票
率
、
ま

た
令
和
6
年
の
町
の
出
生

数
が
過
去
最
低
の
39
人
で

し
た
。
こ
の
２
つ
の
事
実

は
、
議
会
と
し
て
も
重
く

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

全
世
代
参
加
の
主
権
者

意
識
醸
成
、
町
民
皆
様
の

想
い
を
政
策
提
言
に
つ
な

げ
実
現
し
て
い
く
議
会
活

動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

合
併
20
周
年
を
迎
え
て

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

は
依
然
重
要
課
題
で
す
。議

会
で
も
課
題
解
決
に
向
け

て
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
対
応
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
３
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
完
結
し
、
今
以

上
の
住
民
福
祉
向
上
に
向

け
実
効
性
の
あ
る
政
策
提

言
が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
改
選
に
あ
た
り
、

議
会
へ
の
関
心
の
低
下
に

強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い

ま
す
。
議
員
定
数
な
ど
議

会
に
与
え
ら
れ
た
諸
問
題

に
も
早
急
な
議
論
が
必
要

で
す
。

　

議
員
間
討
議
や
町
民
と

の
対
話
を
重
ね
議
会
改
革

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

美
咲
町
議
会
議
長松ま

つ
　
島し

ま
　
　
　
啓ひ

ろ
む

副
議
長
あ
い
さ
つ

美
咲
町
議
会
副
議
長山や

ま
　
本も

と
　
宏こ

う
　
治じ

美咲町議会議長・副議長あいさつ

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

14   
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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14議員新 体制で発進！！
美咲町議会における 議長・副議長・各委員会構成などが　決まりました。 新人2人が加わった14人の新体制でスタートします。

総務産業常任委員会

矢吹 一郎
中西 伶王

松島 啓板垣 正寿

三船 博之

副委員長
藤井 智江

委員長
小林 達夫

民生教育常任委員会

大天 嘉行
江原 一夫松田 英二

山本 宏治副委員長
山本 資

委員長
左居 喜次

延原 正憲 

◎
広
報
・
広
聴
常
任
委
員
会

   

委 

員 

長 　

板
垣　

正
寿

　

副
委
員
長 　

松
田　

英
二

　

委　
　

員 　

江
原　

一
夫

　
　
　
　
　

 　

中
西　

伶
王

　
　
　
　
　

 　

山
本　
　

資

　
　
　
　
　

 　

藤
井　

智
江

◎
議
会
活
性
化

　
　
　
特
別
委
員
会

   

委 

員 

長 　

松
田　

英
二

　

副
委
員
長 　

藤
井　

智
江

　

委　
　

員 　

全　

議　

員

◎
議
会
運
営
委
員
会

   

委 

員 

長 　

松
田　

英
二

　

副
委
員
長 　

藤
井　

智
江

　

委　
　

員 　

板
垣　

正
寿

　
　
　
　
　

 　

山
本　
　

資

　
　
　
　
　

 　

小
林　

達
夫

　
　
　
　
　

 　

左
居　

喜
次

◎
総
務
産
業
常
任
委
員
会

   

委 

員 

長 　

左
居　

喜
次

　

副
委
員
長 　

山
本　
　

資

　

委　
　

員 　

江
原　

一
夫

　
　
　
　
　

 　

大
天　

嘉
行

　
　
　
　
　

 　

延
原　

正
憲

　
　
　
　
　

 　

松
田　

英
二

　
　
　
　
　

 　

山
本　

宏
治

◎
民
生
教
育
常
任
委
員
会

   

委 

員 

長 　

小
林　

達
夫

　

副
委
員
長 　

藤
井　

智
江

　

委　
　

員 　

三
船　

博
之

　
　
　
　
　

 　

中
西　

伶
王

　
　
　
　
　

 　

矢
吹　

一
郎

　
　
　
　
　

 　

板
垣　

正
寿

　
　
　
　
　

 　

松
島　
　

啓

◎
議
会
選
出
監
査
委
員　

 

　
　
　
　
　
　

 

延
原　

正
憲

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

   14
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 
一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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住宅新築資金等貸付事業特別会計

条
　
　
例

請
願
・
陳
情

低所得者支援として 1,800万円の予算を計上
6月2日～13日に定例議会が招集され、一般会計補正予算　4,422万円など、追加議案を含め17件の議案が議決されました。

夢への原動力構築事業合併20周年記念事業

　「出張!なんでも鑑定団」誘致に係る会場設
営経費および記念動画制作費を計上する。

〔合併記念事業費　350万円〕

美咲中央小学校の改修に向けた調査

※繰上充用とは、地方公共団体の会計決算
において、会計年度経過後に歳出が歳入を
超えた場合に、翌年度の歳入を繰り上げて不
足分に充てること。

　令和6年度特別会計の決算見込みが赤字の
見通しであることから、令和7年度会計より※繰
上充用金を予算計上する。
〔繰上充用金　1,094万円〕

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
率
引
き
上
げ
を
は
か
る
た
め

の
２
０
２
６
年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
の
陳
情

岡
山
県
教
職
員
組
合

久
米
・
苫
田
支
部

�

支
部
長　

小
川　

和
之
氏

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
全
国
の
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
、一定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
全
会
一
致
で
採

択
と
し
た
。

三
保
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

　

指
定
管
理
期
間
が
終
了
し
、
地
元
法
人

に
よ
る
買
取
り
の
申
し
出
が
あ
り
、普
通
財

産
に
変
更
す
る
た
め
条
例
を
廃
止
す
る
。

片
上
鉄
道
沿
線
交
流
セ
ン
タ
ー「
月
の

輪
プ
ラ
ザ
」条
例
を
廃
止

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て
使
用
し
て
い
た

「
月
の
輪
プ
ラ
ザ
」が
老
朽
化
し
、
利
用
者

数
も
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、施
設
本

来
の
役
割
を
終
え
た
も
の
と
判
断
し
て
条

例
を
廃
止
す
る
。

　美咲中央小学校が築20年を経過するため学
校改修準備に係る調査費を計上する。

〔小学校共通臨時管理費　42万円〕

　保育園からの一貫教育を目指し、教科指導支
援として開発推進員を招へいする。

〔教科指導支援事業費　59万円〕

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

14   
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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契
　
　
約

議
員
発
議

低所得者支援として 1,800万円の予算を計上
6月2日～13日に定例議会が招集され、一般会計補正予算　4,422万円など、追加議案を含め17件の議案が議決されました。

6月議会
でこんなことが
決まりました

柵原鉱山公園の遊具を整備定額減税の補足給付

　宝くじ助成などを活用し、柵原鉱山公園の遊
具をリニューアルする。

〔観光臨時管理費　1,092万円〕

　本来給付すべき額との差額が生じた人、および
これまで該当しなかった低所得者世帯に給付する。

〔社会福祉総務費　1,800万円〕

◎�

各
種
契
約
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、審

議
の
結
果
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

【
工
事
請
負
契
約
の
変
更
】

◇�

多
世
代
交
流
拠
点
関
連
施
設
集
約
化

事
業

　

旭
総
合
支
所
解
体
撤
去
工
事

　

�

佐
藤
建
設
㈱（
勝
央
町
）

　
〈
変
更
後
契
約
金
額
〉

�

１
億
１
︐１
８
７
万
円（
税
込
）

　

▼�

ア
ス
ベ
ス
ト
検
出
に
よ
る
追
加
工

事
の
た
め

◇�

多
世
代
交
流
拠
点
関
連
施
設
集
約
化

事
業

　

旭
町
民
セ
ン
タ
ー
解
体
撤
去
工
事

　

㈱
森
脇
興
業（
美
咲
町
）

　
〈
変
更
後
契
約
金
額
〉

�

８
︐5
9
7
万
円（
税
込
）

　

▼�

ア
ス
ベ
ス
ト
検
出
に
よ
る
追
加
工

事
の
た
め

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
率
引
き
上
げ
に
係
る
意
見
書

　

地
方
財
政
を
確
保
し
た
う
え
で
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
引

き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
を

日
本
政
府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

「月の輪プラザ」
条例廃止

延原正憲 議員

施設本来の役割を終えたとする
判断基準は。また施設はどのよ
うに処分する予定か。地元住民
の理解は。
施設の老朽化と利用者数の大幅
な減少を根拠としている。地元か
らの要望を考慮し、民間への売却
も視野に入れ進める。

答

問

総務費、商工費の
増額補正

岡山県中部環境施設組
合の解散

板垣正寿 議員 松田英二 議員

総務費・合併記念事業350万円、
商工費・観光臨時管理費1,092
万9千円の増額補正の内容は。

「出張 !なんでも鑑定団」会場設
置費100万円他、動画制作費
250万円の計350万円、柵原鉱
山公園遊具整備費1,092万9千
円を計上。

答

真庭市と共同でごみ処理を行っ
ている岡山県中部環境施設組合
に関する議案が、提案に至った
経緯は。
組合が運営するごみ処理施設が
役目を終え、解散する運びとなっ
た。

答

問 問

議案質疑

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

   14
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 
一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告

総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、税務課、上下水道課、産業観光課、
建設課、みさき共創室、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／左居喜次　副委員長／山本　資　委員／江原一夫、大天嘉行、延原正憲、松田英二、山本宏治の7人で
審査しています。

【総務課】
NHK受信料支払い

【理財課】
７年度に繰り越した事業は

【上下水道課】
水道基本料金免除

【くらし安全課】
防災訓練の開催

【みさき共創室】
２０周年記念事業

【産業観光課】
三保ライスセンター譲渡

　６月９日、総務産業常任委員会では、三

保ライスセンターの現地視察を行った。

　今後は地元の農業法人の管理として運

営される。

（錦織地内）

問 �公用車に配備しているカーナ
ビのNHK受信料は支払われ
ているか。
現在調査中である。NHKとの
調整を行って必要なら、補正
予算で対応する。

答

問 �三保ライスセンターを譲渡す
ることになった経緯は。
施設が老朽化し、地元の農業
法人から買い取りの申し入れ
があったため譲渡する。

答

問 �６年度予算を７年度に繰り越
して実施する事業は何件あ
るか。
コミュニテイセンター整備事
業など２１件の予算を７年度に
繰り越して実施する。

答

問 �水道基本料金を７月から９月
まで無料にするが、対象外の
世帯への措置は考えていたか。
町内で水道に加入している世
帯に限定しての事業としている。

答

問 �合併２０周年記念事業の予算
が増額されているのはなぜ
か。
会場となる「あさひなた」の
ステージ増設と記念動画制作
の予算を計上した。

答

問 �今年度の防災訓練はいつ頃
行うか。
地震や風水害に関する防災
訓練を９月７日（日）に予定し
ている。

答

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

14   
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他



9 みさき

民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民生活課、保険年金課、健康推進課、福祉しあわせ課、こども笑顔課、教育総
務課、生涯学習課、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／小林達夫　副委員長／藤井智江　委員／三船博之、中西伶王、矢吹一郎、板垣正寿、松島　啓の 
7人で審査しています。

【住民生活課】
繰上充用を専決処分

【健康推進課】
システム変更などの改修

【教育総務課】
美咲中央小学校を調査

【生涯学習課】
「月の輪プラザ」条例廃止

【福祉しあわせ課】
低所得者への支援

【住民生活課】
コスモスクリーンセンター

　６月５日、民生教育常任委員会では、岡

山県中部環境施設組合一般廃棄物最終

処分場の現地視察を行った。

　廃止に向け水質管理などを行っている

組合の職員から丁寧な説明を受けた。

（江与味地内）

問 �住宅新築資金貸付事業を専
決処分した主な理由は。
特別会計決算が赤字になる
ため令和７年度予算より繰上
げが必要なため。

答

問 �廃止に向けて美咲町の負担
率の割合は。
経費負担は美咲町２割、真庭
市８割、水質管理には８年程度
要する見込み。

答

問 �母子保健事業、予防接種事業
のシステム変更への補助率は。
補助率は、母子保健衛生費２
分の1、予防接種事業費は３分
の２。

答

問 �美咲中央小学校は築２０年程
度で大規模改修には早いの
では。
２０年は目安であるが現在、各
所で経年劣化があり改修が
必要になり調査を委託する。

答

問 �物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金は何に使わ
れるのか。
低所得者への給付金の不足
分を支援する。

答

問 �役割を終えたということだが
利用者や住民の理解は得て
いるか。
利用者の減少、施設が老朽化
し本来の役目は終え、地元代
表から民間活用の要望が出た。

答

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

   14
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 
一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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◎
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　

監
査
委
員
の
選
任
が
提
案
さ
れ
全

会
一
致
で
同
意
し
た
。
任
期
は
令
和
11

年
５
月
12
日
ま
で
の
４
年
間
。

　
　

美
咲
町
原
田

　
　
　

久
松　

勝
美
氏
（
再
任
）

◎
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　

美
咲
町
飯
岡

　
　
　

延
原　

正
憲
氏
（
再
任
）

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
が
提
案
さ

れ
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。
任
期
は
令

和
11
年
５
月
13
日
ま
で
の
４
年
間
。

　
　

美
咲
町
原
田

　
　
　

萩
原　

久
美
子
氏
（
新
任
）

◎
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
任
が

提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

任
期
は
令
和
11
年
５
月
12
日
ま
で
の

４
年
間
。

　
　

美
咲
町
越
尾

　
　
　

桑
元　

英
昭
氏
（
新
任
）

　　
　

美
咲
町
藤
田
上

　
　
　

木
谷　

正
弘
氏
（
再
任
）

　　
　

美
咲
町
中
垪
和

　
　
　

石
坂　

吉
政
氏
（
新
任
）

　
　

美
咲
町
下
谷

　
　
　

村
瀬　

智
子
氏
（
新
任
）

人 

　
　
事 

◎
情
報
公
開
審
議
会
委
員
の
選
任
に

同
意

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議

会
委
員
の
選
任
が
提
案
さ
れ
全
会
一

致
で
同
意
し
た
。任
期
は
令
和
11
年
６

月
15
日
ま
で
の
４
年
間
。

　
　

美
咲
町
原
田

　
　
　
　

池
上　

佳
苗
氏
（
再
任
）

　
　

美
咲
町
原
田

　
　
　
　

延
原　
　

健
氏
（
新
任
）

　
　

美
咲
町
北

　
　
　
　

森
岡　

洋
省
氏
（
再
任
）

　
　

美
咲
町
藤
田
上

　
　
　
　

寒
竹　

美
穂
氏
（
再
任
）

　
　

岡
山
市
北
区

　
　
　
　

岡
原　

洋
介
氏
（
新
任
）

◎
７
月
25
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し
、

補
正
予
算
な
ど
８
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
全
会
一
致
で
議
決

し
た
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

◇�

財
産
管
理
費
（
公
用
車
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信

料
支
払
）

�

１
４
２
万
３
，０
０
０
円

【
財
産
の
取
得
】

◇
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
（
１
台
）

　

㈱
岡
山
森
田
ポ
ン
プ
（
岡
山
市
）

�

２
，９
２
６
万
円
（
税
込
）

◇
小
型
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
（
１
台
）

　

�

岡
山
三
菱
ふ
そ
う
自
動
車
販
売
㈱

（
津
山
市
）

�

１
，１
８
８
万
円
（
税
込
）

◇
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
購
入
（
52
台
）

　

扶
桑
電
通
㈱
（
岡
山
市
）

　

１
，０
８
９
万
２
，７
５
０
円

（
税
込
）

【
財
産
の
譲
渡
】

◇
三
保
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
譲
渡

　

農
業
法
人
三
保
フ
ァ
ー
ム
㈱

　

（
美
咲
町
）

�

２
９
万
９
，２
１
２
円

【
契
約
の
変
更
】

◇
役
場
本
庁
舎
解
体
撤
去

　

エ
ヌ
エ
ス
日
進
㈱
（
岡
山
市
）

�

１
億
６
，６
５
４
万
円
（
税
込
）

◇�

柵
原
西
小
学
校(

２
工
区)

解
体
撤
去

　

㈱
月
の
輪
建
設
工
業
（
美
咲
町
）

　

�

１
億
９
，１
６
７
万
５
，０
０
０
円

（
税
込
）

◇
柵
原
東
小
学
校
解
体
撤
去

　

エ
ヌ
エ
ス
日
進
㈱
（
岡
山
市
）

　

�

２
億
４
，３
７
１
万
６
，０
０
０
円

（
税
込
）

臨
時
議
会

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

14   
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他



11 みさき

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

12 延原  正憲 ◎　効果的な鳥獣被害対策を

12 左居  喜次 ◎　学校における運動習慣の促進策は

13 大天  嘉行 ◎　農業者の負担軽減をどう考える

13 三船  博之
◎　人口減少対策の考え方は
◇　第四次振興計画に向けた組織の整理は

14 山本  　資
◎　水道料金の改訂は近いのか
◇　美咲町義務教育学校の現状は

14 山本  宏治 ◎　地域づくりには若者定住対策を

15 江原  一夫
◎　みさキラリの活用および周辺整備は
◇　美咲町産業振興の今後の方向性は

15 矢吹  一郎
◎　子どもたちの学びと生活環境は
◇　国土強靭化５か年計画の取り組みは

ページ 議員名 質　問　内　容

16 松田  英二 ◎　公共施設適正配置への展望は

16 板垣  正寿
◎　学校を核としたまちづくりを
◇　介護タクシーの現状を把握できているか

17 藤井  智江
◎　学校を拠点とした地域づくりとは
◇　介護保険事業の現状は
◇　鉱山公園と秋まつりの今後は

17 中西  伶王
◎　道路維持管理の今後の対応は
◇　学校教育・行事のあり方とは

18 松島  　啓
◎　町制20周年を機にPRを
◇　小規模特認校制度とは

議会だよりには、1問掲載
しています。
各議員の質問については、
誌面のQRもしくは
美咲町YouTubeチャンネルで
確認していただけます。

みさき
議場が新しくなりました。ぜひ傍聴にお越しください。

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

   14
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 
一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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からだを動かしましょう

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

動 画

動 画

これまで以上に取り組む

体育授業の工夫と充実に努める

効果的な鳥獣被害対策を

学校における運動習慣の促進策は

問　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
鳥
獣
被
害
対
策

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
被
害
は
発
生

し
て
い
る
。

　
効
果
的
な
防
止
対
策
と

積
極
的
な
町
の
取
り
組
み

姿
勢
を
問
う
。

①
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の

町
の
基
本
姿
勢
は
。

②
直
近
３
ヵ
年
の
鳥
獣
被

害
額
と
鳥
獣
駆
除
実
績
は
。

③
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
の
具
体
的
な
政
策
提

言
へ
の
取
り
組
み
実
績
は
。

④
鳥
獣
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
具
体
的
な
取

り
組
み
実
績
は
。

答
青
野
町
長

　

前
年
度
比
７
％
増

額
予
算
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
被
害
防
止
対
策
に
取

り
組
む
。

①
猟
友
会
駆
除
班
に
よ
る

捕
獲
と
駆
除
対
策
事
業
。

②
電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ

ッ
シ
ュ
な
ど
の
侵
入
防
止

対
策
。

③
狩
猟
免
許
取
得
・
更
新

の
経
費
助
成
。

④
鳥
獣
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
講
習
会
の
開
催
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

②
別
表
の
と
お
り
。

③
具
体
的
政
策
提
言
は
な

い
が
、
現
地
視
察
な
ど
調

査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

④
井
上
雅
央
氏
に
よ
る
広

報
み
さ
き
「
雅
ね
ぇ
の
獣

ば
な
し
」
の
連
載
や
「
雅

ね
ぇ
の
講
習
会
」
は
こ
れ

ま
で
７
回
開
催
し
て
い
る
。

問　
近
年
、
児
童
生
徒

の
体
力
低
下
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
体
力
向
上
に

向
け
た
現
状
の
施
策
と
そ

の
成
果
は
。

　
ま
た
、
学
校
に
お
け
る

運
動
習
慣
の
促
進
策
、
体

育
授
業
の
工
夫
な
ど
を
示

さ
れ
た
い
。

答
藤
原
教
育
長

　

体
力
や
運
動
能
力

の
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
、

学
校
で
は
限
ら
れ
た
も
の

と
な
る
。
放
課
後
や
休
日

に
、
地
域
や
家
庭
で
も
取

り
組
め
る
体
力
づ
く
り
に

も
期
待
す
る
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

施
策
の
一
つ
と
し

て
、
県
保
健
体
育
課
が
推

奨
す
る
「
一
校
１
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
の
推
進
が
あ
る
。

　

各
校
の
実
態
に
応
じ
て

苦
手
な
種
目
や
運
動
能
力

の
改
善
を
図
る
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
る
。

　

結
果
と
し
て
、
全
学
年

が
取
り
組
む
「
新
体
力
テ

ス
ト
」
で
は
小
学
校
男
女

と
中
学
校
男
子
の
合
計
点

で
全
国
お
よ
び
県
平
均
を

上
回
る
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。

　

運
動
習
慣
促
進
策
と
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る

運
動
意
欲
・
運
動
能
力
の

向
上
を
図
る
な
ど
、
体
育

授
業
を
工
夫
し
そ
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。

延原正憲（のぶはら  まさのり）議員

左居喜次（さこ  よしつぐ）議員

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

美咲町鳥獣被害額及び鳥獣捕獲実績一覧表

年度 農作物被害額
有害鳥獣捕獲実績

イノシシ ニホンシカ サル ヌートリア その他の鳥獣 合計

令和4年度 13,384千円 1,131頭 418頭 ― 107匹 102匹 1,758頭

令和5年度 17,876千円 1,227頭 410頭 ― 151匹 190匹 1,978頭

令和6年度 16,233千円 1,038頭 465頭 1匹 158匹 247匹 1,909頭

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

14   
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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中山間の農地管理は大変だ

住みよい町の実現を

問　
農
振
農
用
地
に
占

め
る
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
事
業
お

よ
び
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
面
積
割
合
並
び
に
組
織

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う

か
。答

米
本
産
業
観
光
課
長

　

農
振
農
用
地
の
面

積
は
１
，８
８
８
ヘ
ク
タ

ー
ル
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
の
割
合
は
、

農
用
地
の
45
％
・
82
協
定

・
８
５
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
・

１
億
５
千
万
円
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
の
割
合
は
、
農
用

地
の
49
％
・
46
組
織
・
９

２
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
６
，５

０
０
万
円
で
あ
る
。

問　
農
業
者
の
減
少
や

高
齢
化
で
農
地
の
維

持
管
理
、
実
績
報
告
な
ど

の
労
力
や
事
務
処
理
は
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
町
と
し
て
の
対
応

は
ど
う
か
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

　

昨
年
実
施
し
た
意

向
調
査
に
よ
る
と
、会
計
・

事
務
報
告
が
複
雑
に
な
り

負
担
を
感
じ
て
い
る
組
織

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

事
務
作
業
を
担
う
人
材

の
確
保
や
負
担
軽
減
に
向

け
た
活
動
組
織
の
合
意
形

成
が
図
れ
る
よ
う
に
話
し

合
い
の
場
を
今
年
度
で
設

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
本
町
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
力
を
入

れ
て
、
関
係
人
口
を
増
や

す
事
に
よ
り
移
住
・
定
住

に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う

だ
ろ
う
か
。

　
具
体
的
な
施
策
を
明
示

し
て
、
住
ん
で
い
る
町
民

の
幸
福
度
・
満
足
度
を
高

め
、
本
町
か
ら
出
て
い
く

人
に
歯
止
め
を
か
け
る
事

の
方
が
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
施
策
で
は
な
い
か
、

執
行
部
の
考
え
を
聞
く
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

今
ま
で
は
、
移
住

に
重
点
を
置
い
て
き
た
が
、

議
員
提
案
の
若
者
向
け
低

コ
ス
ト
住
宅
地
の
造
成
、

工
業
団
地
の
誘
致
に
よ
る

職
場
づ
く
り
、
Ｄ
Ｘ
の
活

用
に
よ
る
情
報
提
供
、
高

齢
者
を
意
識
し
た
交
通
網

な
ど
を
、
第
四
次
振
興
計

画
で
は
、
具
体
的
・
前
向

き
に
盛
り
込
み
、
本
町
に

暮
ら
す
価
値
を
高
め
、
希

望
の
実
現
と
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
。

答
青
野
町
長

　

住
民
の
幸
福
度
・

満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
、

人
口
減
少
の
克
服
に
つ
な

が
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

第
四
次
振
興
計
画
で
は
、

人
口
減
少
対
策
は
も
と
よ

り
、
人
口
が
減
っ
た
と
し

て
も
地
域
社
会
が
成
り
立

つ
こ
と
を
念
頭
に
計
画
を

立
て
る
。

質問

答弁

質問

答弁

大天嘉行（だいてん  よしゆき）議員

三船博之（みふね  ひろゆき）議員

組織の合意形成を図る場を設ける

農業者の負担軽減をどう考える

動 画

質問

答弁

質問

答弁 住民の幸福度・満足度を高める

人口減少対策の考え方は

動 画

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

   14
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 
一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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安全な水を送ります

出会いは地方創生

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

動 画

動 画

適正な料金体系へ見直しを進める

持続可能な地域づくりに取り組む

水道料金の改訂は近いのか

地域づくりには若者定住対策を

問　
行
財
政
改
革
審
議

会
水
道
事
業
検
討
部

会
の
提
言
で
は
「
現
在
の

水
道
料
金
を
継
続
し
て
い

く
と
近
い
将
来
水
道
事
業

は
破
綻
す
る
と
い
う
試
算

が
出
て
お
り
、
回
避
す
る

た
め
に
は
水
道
料
金
の
値

上
げ
が
不
可
避
と
思
わ
れ

る
」
と
の
こ
と
。

　
広
く
皆
さ
ま
に
お
知
ら

せ
し
、
十
分
理
解
さ
れ
た

上
で
料
金
改
定
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
利

用
者
で
あ
る
と
同
時
に
、水

道
事
業
の
オ
ー
ナ
ー
と
し

て
水
道
を
守
る
連
帯
の
輪

が
波
紋
の
よ
う
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
う
。

　
安
全
な
水
が
適
正
な
価

格
で
供
給
さ
れ
続
け
る
に

は
、
水
道
料
金
の
改
定
も

近
い
の
で
は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

漏
水
に
伴
う
管
路

の
修
繕
や
機
械
設
備
の
更

新
に
多
額
の
費
用
が
必
要

と
な
る
。
さ
ら
に
施
設
の

老
朽
化
、
人
口
減
少
、
原

材
料
費
や
電
気
料
金
の
高

騰
に
伴
い
、
水
道
事
業
の

経
営
は
厳
し
い
見
通
し
で

あ
る
。

答
牧
野
上
下
水
道
課
長

　

広
く
情
報
提
供
を

行
い
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
適
正
な
料
金
体

系
へ
の
見
直
し
を
進
め
て

い
く
。

問　
全
国
的
に
人
口
減

少
が
叫
ば
れ
る
中
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
仕
事

・
交
通
・
住
宅
が
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
る
。

　
加
え
て
若
者
定
住
へ
の

対
策
と
し
て
出
会
い
や
結

婚
に
向
け
た
「
お
か
や
ま

縁
む
す
び
ネ
ッ
ト
」「
同

窓
会
等
開
催
支
援
事
業
」

な
ど
も
有
効
と
思
わ
れ
る

が
、町
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
、
企
業

誘
致
や
創
業
支
援
に
よ
る

働
く
場
の
提
供
、
新
し
い

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

分
譲
地
や
空
き
家
を
活
用

し
た
住
宅
の
整
備
な
ど
に

向
け
て
地
域
運
営
組
織
、

民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
協
働
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。

答
山
本
み
さ
き
共
創
室
長

　

同
窓
会
支
援
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
か

ら
岡
山
県
が
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

本
町
も
県
の
事
業
を
活

用
し
て
同
窓
会
開
催
に
対

す
る
支
援
を
今
年
度
か
ら

行
う
予
定
で
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

答
須
々
木
こ
ど
も
笑
顔
課
長

　

「
お
か
や
ま
縁
む

す
び
ネ
ッ
ト
」
は
、
県
が

運
営
す
る
結
婚
支
援
シ
ス

テ
ム
で
安
心
感
が
あ
り
料

金
も
格
安
で
あ
る
。

　

本
町
で
も
周
知
に
努
め

て
結
婚
推
進
に
結
び
つ
け

て
い
き
た
い
。

山本　資（やまもと  たすく）議員

山本宏治（やまもと  こうじ）議員

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

14   
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他



15 みさき

みさキラリ周辺の安全対策は

横断歩道、白線消えてるよ

問　
多
世
代
交
流
拠
点

施
設「
み
さ
キ
ラ
リ
」

の
完
成
に
伴
い
、
今
後
の

有
効
活
用
に
向
け
た
思
い

は
。答

青
野
町
長

　

こ
の
よ
う
な
交
流

拠
点
と
な
る
場
を
つ
く
り
、

人
が
集
ま
る
こ
と
で
対
話

が
生
ま
れ
、
新
た
な
動
き

に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
期
待
し
、
舞
台
を

整
え
た
。

　

そ
う
し
た
新
た
な
舞
台

を
通
じ
て
今
後
ま
す
ま
す

文
化
活
動
、
芸
術
活
動
、

子
育
て
支
援
な
ど
が
盛
ん

に
な
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
。

　

今
後
も
検
証
し
、
さ
ら

に
利
便
性
を
高
め
て
い
く
。

問　
施
設
周
辺
の
バ
ス

運
行
お
よ
び
渋
滞
緩

和
措
置
は
。

答
水
島
く
ら
し
安
全
課
長

　

バ
ス
の
運
行
ル
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
渋
滞
対

策
を
踏
ま
え
て
設
定
し
て

い
る
。利
用
者
の
利
便
性
、

周
辺
へ
の
影
響
、
安
全
性

も
考
慮
し
な
が
ら
定
期
的

に
見
直
し
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

問　
拠
点
施
設
の
周
辺

整
備
は
万
全
か
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

周
辺
の
道
路
側
溝

な
ど
、
今
後
も
必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
は
適
宜
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

問　
第
四
次
教
育
振
興

基
本
計
画
策
定
の
方

向
性
と
将
来
の
展
望
を
問

う
。

①
通
学
バ
ス
運
行
規
程
を

緩
和
し
、
個
々
の
環
境
を

考
慮
し
て
徒
歩
・
自
転
車

通
学
を
自
由
に
選
択
で
き

る
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

②
学
校
部
活
動
の
地
域
連

携
や
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
へ
の
移
行
に
向
け
た

取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

③
若
者
定
住
対
策
の
分
譲

地
拡
充
に
際
し
て
は
、
学

校
周
辺
へ
の
一
極
集
中
を

改
め
13
地
域
に
焦
点
を
あ

て
町
内
全
体
の
活
性
化
の

方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
。

答
藤
原
教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
が
、

予
測
困
難
な
時
代
を
生
き

抜
く
力
、
ま
た
自
ら
の
人

生
の
舵
取
り
を
す
る
力
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
教
育
を

目
指
す
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

①
町
内
全
域
で
の
児

童
・
生
徒
の
乗
車
数
や
財

政
へ
の
影
響
を
検
証
し
、

年
齢
や
発
達
段
階
を
考
慮

し
た
通
学
バ
ス
へ
の
乗
車

の
可
能
性
も
含
め
て
検
証

す
る
。

②
令
和
８
年
度
よ
り
６
年

間
を
改
革
実
行
期
間
と
定

め
、
部
活
動
改
革
の
促
進

を
図
る
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

③
10
年
間
の
中
期
的

な
視
点
に
立
ち
、
分
譲
地

な
ど
の
住
環
境
整
備
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

質問

答弁

質問

答弁

江原一夫（えばら  かずお）議員

矢吹一郎（やぶき  いちろう）議員

検証しさらに利便性を高める

みさキラリの活用および周辺整備は

動 画

質問

答弁

質問

答弁 環境整備の検証・検討をする

子どもたちの学びと生活環境は

動 画

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

   14
議
員
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体
制
で
発
進
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町
政
を
問
う 
一
般
質
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ど
も
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会
・
そ
の
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子どもの居場所の充実が鍵

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

動 画

動 画

維持管理の最適な方法を
模索する

小規模特認校制度を実施する

公共施設適正配置への展望は

学校を核としたまちづくりを

問　
本
町
で
は
公
共
施

設
の
廃
止
や
再
編
・

集
約
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
公
共
施
設
適
正
配
置
計

画
に
沿
っ
て
今
後
も
継
続

し
て
進
め
る
た
め
に
は
新

た
な
財
源
確
保
や
民
間
活

力
の
検
討
が
必
要
に
な
る
。

今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

答
青
野
町
長

　

国
に
お
い
て
令
和

７
年
度
に
新
た
な
地
方
債

を
新
設
し
て
い
る
。
こ
れ

を
活
用
し
て
引
き
続
き
施

設
の
適
正
配
置
に
努
め
て

い
く
。

答
前
田
理
財
課
長

　

公
共
施
設
の
廃
止

・
再
編
・
集
約
化
を
進
め

る
た
め
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
令
和
８
年
度

に
改
訂
し
、
そ
の
上
で
指

定
管
理
を
含
め
た
維
持
管

理
の
最
適
な
方
法
を
模
索

し
て
い
く
。

問　
現
在
、
公
共
施
設

の
管
理
を
民
間
に
指

定
管
理
で
委
託
し
て
い
る

が
、
こ
こ
に
も
電
気
代
な

ど
昨
今
の
物
価
高
騰
が
直

撃
し
て
い
る
。　
　

　
こ
の
解
決
策
に
つ
い
て

町
か
ら
は
何
も
示
さ
れ
て

い
な
い
。

　
担
当
者
間
の
協
議
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
前
田
理
財
課
長

　

回
避
で
き
な
い
経

費
の
増
額
や
施
設
運
営
の

内
容
、
振
り
込
み
時
期
の

前
倒
し
な
ど
担
当
者
間
で

適
切
な
協
議
と
指
導
を
行

っ
て
い
く
。

問　
学
校
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
、
町
の
教
育
環
境
の
充

実
と
定
住
・
移
住
促
進
を

合
わ
せ
た
施
策
の
方
向
性

を
ど
う
考
え
る
か
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

今
年
度
、
旭
学
園

で
は
小
規
模
特
認
校
制
度

を
実
施
す
る
。

　

学
校
の
特
色
や
魅
力
に

賛
同
し
、
学
校
や
地
域
活

動
を
協
働
で
行
う
な
ど
一

定
の
条
件
を
付
し
て
就
学

の
選
択
肢
の
拡
大
を
行
う
。

　

教
育
環
境
の
充
実
と
し

て
は
、
保
育
園
も
加
え
、

全
町
的
に
15
年
間
の
一
貫

教
育
の
体
制
づ
く
り
を
目

指
す
。

　

ま
た
、学
校
と
地
域
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
、
郷
土
学
習
、
放
課
後

学
習
「
寺
子
屋
」、
土
曜

日
教
育
支
援
と
連
携
を
深

め
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
も
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

　

学
校
の
特
色
の
紹
介
に

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
広
報

紙
な
ど
も
活
用
し
た
情
報

発
信
も
考
え
ら
れ
る
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

本
町
の
教
育
環
境

に
魅
力
を
感
じ
、
定
住
・

移
住
を
希
望
す
る
子
育
て

世
代
の
人
を
対
象
と
し
た

分
譲
地
や
中
間
管
理
住
宅

（
町
が
空
き
家
を
リ
フ
ォ

ー
ム
し
た
後
に
子
育
て
世

代
の
人
な
ど
に
貸
し
出
す

賃
貸
住
宅
）
の
整
備
を
進

め
る
。

松田英二（まつだ  えいじ）議員

板垣正寿（いたがき  まさとし）議員

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

公共施設適正配置計画 (延床３００㎡以上 )
地域名 対象施設 改修・除却 未処置

旭地域
49棟

延べ床面積
2万3,450㎡

41棟  
延べ床面積  
2万617㎡  

8棟  
延べ床面積  
2,833㎡  

中央地域
87棟  

延べ床面積  
4万3,918㎡  

44棟  
延べ床面積  

1万6,477㎡  

43棟  
延べ床面積  

2万7,441㎡  

柵原地域
51棟  

延べ床面積  
3万9,000㎡  

21棟  
延べ床面積  

1万8,540㎡  

30棟  
延べ床面積  
2万460㎡  

合計
187棟  

延べ床面積  
10万6,368㎡  

106棟  
延べ床面積  

5万5,634㎡  

81棟  
延べ床面積  
5万734㎡  

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

14   
議
員
新
体
制
で
発
進
!!

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

子
ど
も
議
会
・
そ
の
他
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地域の拠点になりうるか

地元要望にはしっかり対応を

問　
柵
原
学
園
を
柵
原

地
域
の
新
し
い
拠
点

と
し
て
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
と
い
う
構
想
に
つ
い

て
、町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
青
野
町
長

　

地
域
住
民
が
集
え

る
交
流
ホ
ー
ル
、
子
ど
も

が
放
課
後
を
過
ご
す
児
童

館
や
寺
子
屋
を
整
備
し
た
。

　

体
育
館
は
社
会
体
育
で

全
て
の
曜
日
で
使
用
さ
れ

て
い
る
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
部
活
動

の
地
域
展
開
、
消
防
団
の

操
法
の
練
習
な
ど
を
見
据

え
、
照
明
も
整
備
し
た
。

　

移
住
・
定
住
に
備
え
、

柵
原
学
園
周
辺
に
分
譲
地

を
計
画
し
て
い
る
。

　

柵
原
学
園
の
整
備
に
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
を
地

域
で
共
有
す
る
循
環
が
、

地
域
に
元
気
を
与
え
る
要

因
に
な
る
と
考
え
る
。

問　
教
育
長
は
柵
原
学

園
で
ど
の
よ
う
な
特

色
あ
る
教
育
を
展
開
さ
れ

る
の
か
。

答
藤
原
教
育
長

　

柵
原
ド
リ
ー
ム
学

を
軸
と
し
た
９
年
間
の
一

貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
る
郷
土
学
習
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
探
究
的
な
学

び
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
柵

原
へ
の
愛
着
を
深
め
、
地

域
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

人
材
を
育
成
す
る
。

問　
道
路
維
持
管
理
の

現
在
の
状
況
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、
現
在

自
治
会
長
か
ら
提
出
さ
れ

て
い
る
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
に
関
わ
る
要
望
書
の

件
数
は
何
件
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
年
間
の
要
望
対

応
実
績
数
と
共
に
今
後
の

要
望
対
応
を
ど
の
よ
う
な

ス
パ
ン
で
対
応
し
て
い
く

の
か
。

答
林
田
建
設
課
長

　

事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
、
老
朽
化
し

た
イ
ン
フ
ラ
へ
の
早
期
対

応
が
必
要
で
あ
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
利
用
状
況

を
検
証
し
な
が
ら
、
計
画

的
に
改
修
が
行
わ
れ
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

　

要
望
書
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
に
建
設
課
関
係

で
町
に
提
出
の
あ
っ
た
要

望
書
は
33
件
で
あ
る
。

　

町
管
理
施
設
に
対
す
る

要
望
は
23
件
で
、
こ
の
内

イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
要
望

は
17
件（
中
央
地
域
７
件
、

旭
地
域
３
件
、
柵
原
地
域

７
件
）
で
あ
る
。

　

対
応
実
数
と
し
て
は
、

令
和
６
年
度
で
３
件
が
完

了
し
て
お
り
、
残
り
は
地

元
と
協
議
を
行
い
な
が
ら

計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

　

要
望
案
件
を
し
っ
か
り

検
討
し
、
引
き
続
き
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
る
。

質問

答弁

質問

答弁

藤井智江（ふじい  ともえ）議員

中西伶王（なかにし  れお）議員

子どもの元気を地域に

学園を拠点とした地域づくりとは

動 画

質問

答弁

質問

答弁 適切な維持管理に努める

道路維持管理の今後の対応は

動 画

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告

   14
議
員
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質問

答弁

質問

答弁 動 画鑑定団などで全国発信を展開

町制２０周年を機にＰＲを

問　
美
咲
町
は
、
本
年

３
月
に
町
制
施
行
20

周
年
を
迎
え
た
。
町
民
と

祝
い
、
さ
ら
に
町
を
Ｐ
Ｒ

す
る
絶
好
の
機
会
で
は
な

い
か
。

　
記
念
事
業
、
関
連
事
業

の
詳
細
を
聞
き
た
い
。

答
青
野
町
長

　

こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
り
、
美
咲
町
の

名
を
全
国
発
信
し
て
い
き

た
い
。

　

記
念
式
典
は
、
秋
頃
予

定
し
て
い
る
。
み
さ
き
新

時
代
に
向
け
て
そ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
す
機
会
に
し

た
い
。

　

ま
た
、
８
月
８
日
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
を
柵
原

学
園
で
、10
月
13
日
に
は
、

「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
の
収
録
を
あ
さ
ひ
な

た
ホ
ー
ル
で
行
う
。
多
く

の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　

現
在
も
20
周
年
の
冠
を

つ
け
た
多
く
の
事
業
を
行

っ
て
い
る
。さ
ら
に
、20
年

の
歩
み
を
冊
子
に
し
て
、

町
民
に
お
届
け
す
る
。

問　
中
央
町
制
35
周
年

記
念
の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
は
、
本
年
に
開
封
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

何
か
考
え
は
あ
る
か
。

答
青
野
町
長

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

は
、
当
時
の
関
係
者
と
一

緒
に
記
念
事
業
と
し
て
、

８
月
の
帰
省
の
時
期
に
行

い
た
い
。

松島　啓（まつしま  ひろむ）議員

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

〇岡山県勝央町議会�【議会タブレット端末研修】

〇高知県大月町議会� 【議会運営視察研修】

〇埼玉県ときがわ町議会� 【議会運営視察研修】

〇岐阜県神戸町議会� 【議会運営視察研修】
〇島根県邑南町議会� 【議会広報視察研修】

全国の議会が美咲町へ

　美咲町議会では、意見交換を通じてお互いの良
いところを学び、活かすことによって諸問題の打開
策のヒントを得ようと、積極的に全国からの視察研
修を受け入れています。

お宝・観覧募集中

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告
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町内の施設が新しく生まれ変わりました

〈 あさひが丘リニューアルオープン 〉
　福祉の里あさひが丘見学会（東垪和）が5月11日に開催され、多数の議員が出席しました。利用者の利便
性と安全性を高めるための改修工事が完了し、この度リニューアルオープンしました。

〈 あさひなた・みさキラリ グランドオープン 〉
　令和7年5月11日に旭地域多世代交流拠点「あさひなた」（西川）、令和7年5月17日に美咲町多世代交流
拠点「みさキラリ」（原田）のグランドオープンセレモニーがそれぞれ開催され、多数の議員が出席しました。
多くの人が集い、世代や分野を超えた交流や学び、にぎわいが生まれる、町の新たな拠点が誕生しました。

〈 美咲町役場新庁舎開庁式 〉
　美咲町役場新庁舎開庁式（原田）が令和7年5月12日に開催され、正副議長、総務産業・民生教育常任委
員長が出席しました。新しい庁舎は開放的な空間で町民の皆さまとも接しやすい環境です。議場も新しく
なりましたので、ぜひ傍聴にお越しください。

議場も新しくなりました！

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告
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例年では執行部との議会体験でしたが、本年度から美咲町議会との座談会での開催となりました。例年では執行部との議会体験でしたが、本年度から美咲町議会との座談会での開催となりました。
9人の生徒が各地域の課題について美咲町議会議員と話し合いました。9人の生徒が各地域の課題について美咲町議会議員と話し合いました。

子ども議会・座談会 子ども議会・座談会 
withwith美咲町議会美咲町議会

令和7年度令和7年度

中央中学校班　テーマ：町民がさらに安全・安心に暮らせるように

自分たちの意見を議員の人に伝えることができて
よかったです。
今後より一層、活気のある町になってほしいです。

総合運動公園の
テニスコートの修繕は
できないか。

町民の交流促進のため、
美咲町大運動会はできないか。

バスケットボールがで
きるストリートコート
を新設してほしい。

特 集

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告
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柵原学園班　テーマ：美咲町の空き家・子育て支援対策とは

旭学園班　テーマ：あさひなたの活用

自分たちが知らなかった空き家対策・子育て支援に
ついて知れてよかったです。
今以上に、安全で住みやすい町になってほしいと思
います。

自分たちが聞いた質問に親身に答えてもらえてよ
かったです。
美咲町は住みやすい町なのでもっと住みたいと思
う人が増えたらうれしいです。

家屋は解体するか別の施設に
転用して活用できないか。

今年度、新しくできた
施設あさひなたの活用
方法は。

空き家対策と子育て支
援事業のさらなる周知
をする方法は。

あさひなたで、
謎解きスタンプラリー
はできないか。

現在行われている
ホームページ以外での
子育て支援のPRは。

魅力ある町づくりを進
めるのに、三休公園に
新施設はできないか。

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告
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　旭学園６年生１５人が、社会科授業の一環として美咲町議会を訪問してくれました。
　「議会はどんなことをしているの」について小学生が交代で議長・議員になり、14人の議員に小学生ならでは
の視点で質疑を行いました。
　また、モニターを使った「議会の仕組み・仕事」の説明に対してメモを取りながら真剣に聞き入っていました。

旭学園６年生議会体験学習議会ってなんだろう

これから議員になるかもしれない
ので、その時はちゃんとメモを取り
ながらいっぱい喋りたいです。

6年生みんなで出した議案が
ひとつでも決まったら嬉しい
です。

議場にいると本当に議員になって
いるみたいで、どきどきしました。
いろんな人に自慢したいです。

議会体験 振り返り

議長をした友達た
ちが最初は緊張し
てたけど、最後まで
やりきってすごいな
と思いました。

議会ってどんなこと
をするんだろう？とい
う疑問が解決しまし
た。将来の町づくり
に今日の議会体験を
活かしたいです。

議場で質問した時は
どきどきして緊張し
ましたが、議員さん
が真剣に答えてくれ
て嬉しかったです。

議員の皆さんは優
しく答えてくださっ
て嬉しかったです。
議員さんにちょっと
憧れました。

議 長 議 長

委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告
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　７月９日、美咲町出前議会が、地域おこし協力隊の拠点ミサキアエル（原田）で開催され、美咲町議会広報・
広聴常任委員会６人と議長が出席しました。
　美咲町の地域おこし協力隊は現在７人。ミサキアエルプロジェクトとして、各隊員が町内でさまざまな活動を
行っています。日々の活動や定住・起業についての思いを話していただきました。

出前議会出前議会＠＠ミサキアエルミサキアエル

亀甲駅周辺のにぎわいを
創出できれば。

空き家対策事業で
移住のつなぎ役に。

ブドウの産地である
美咲町をワイン特区に。

片上鉄道の維持には
それなりの予算が必要。

令和7年９月定例会の予定

　令和7年９月に予定されている美咲町議会定例会は
◆9月1日（月）開会～9月19日（金）閉会の19日間
◆一般質問は9月2日（火）～9月3日（水）の2日間
◆決算特別委員会は9月10日（水）～16日（火）の実質

4日間
（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなどで
お知らせしていきます）

表紙の紹介

　中央中学校３年生、旭・柵原学園９年生の子ども議
会・座談会に参加した生徒一人一人の議場での真剣な
姿を掲載しています。

【訂正】議会だより８０号２３ページの記載に誤りがあり
ました。「午房さん」のお名前を正しくは「牛房さん」に
訂正してお詫び致します。

地域の人のサポート
で成り立っています。

山の仕事に必要な
資格助成の充実を。

６次産業開発で
町内外に発信したい。

井上雅博さん井上雅博さん

山本淳史さん山本淳史さん

市川武志さん市川武志さん 渡邊翔太さん渡邊翔太さん 白川好里さん白川好里さん

高尾有加里さん高尾有加里さん

山﨑麻里香さん山﨑麻里香さん委
員
会
の
報
告
・
人
事
他

定
例
会
の
報
告
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町民の皆さんこんにちは

みさきスタイルこども応援事業　土曜日教育支援事業 第3回

のびのびサタデー
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
は

�

確
実
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

●どんな内容ですか
　地域・保護者・学校が一体となって進めている土曜日や
休日を利用した子どもたちの体験活動の場です。

●いつどこで実施していますか
　月に1～2回程度、土曜日・日曜日に地域の公民館・多目
的施設などで実施しています。体験メニューによっては町外
の施設や場所へ行くこともあります。

●参加対象は誰ですか
　主に旭学園1～9年生、旭保育園児、旭地区の高校生、
地域住民など幅広い世代の人が対象です。

●運営は誰が行っていますか
　地域住民や保護者で組織している「のびのびサタデー実
行委員会」（平成14年結成）で企画運営しており、オブザ
ーバーで旭学園の先生方も参加され、地域や子どもたちの
実情に合った内容になるよう配慮しながら進めています。

●2024年の具体的な活動内容は何ですか
◎プロに学ぼう パンの発酵のひみつ
◎キャンプ体験 宿泊キャンプ
◎美作大学生と倭文西でクリスマス会
◎三休公園さくらまつり 子どものびサタ商店マルシェ
※この他にもさまざまな企画を実施しています。

●どんなところが特徴ですか
　保育園から高校生までの縦のつながりを意識し、参加する
子どもたちだけではなく大人も本気で楽しめる内容としてい
るところです。

美咲町では「学び・つながり・夢を育む　美咲の人づくり」を目指すため、学校・
家庭・地域が連携協力し、地域住民等の参画による地域の実情に応じた取り組
みである「みさきスタイル子ども応援事業」を展開し、子どもたちにさまざま
な体験学習の機会を提供する土曜日などの教育活動を推進しています。

中西伶王中西伶王

山本資山本資
委員長委員長

板垣正寿板垣正寿
副委員長副委員長
松田英二松田英二

藤井智江藤井智江

江原一夫江原一夫
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（切　り　取　り　線）

（山　折　り）

久米郡美咲町原田2144 -1

美咲町議会
　　「出前議会」係

差
出
有
効
期
間

令
和
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31
日
ま
で
　
　

料
金
受
取
人
払
郵
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切
手
を
貼
ら

ず
に
お
出
し

く
だ
さ
い
。

議会広報・広聴委員が
みなさんの地域にお伺いします

町政や町議会へまちづくりへの提案
をお聞かせください

美咲町議会は「開かれた議会」を目指しています
 町議会は普段どんなことをしているの？

議員は普段どんな仕事をしているの？
町議会や議員についての質問にもお答えします 美咲町議会
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郵送の場合は、この部分を切り取ってください。

（切 り 取 り 線）
の り し ろ

の り し ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の り し ろ

出 前 議 会
申　込　書

議会広報・広聴委員がお伺いします。

団体・グループ名

代　表　者

連　絡　先

氏　　名

住　　所

電話番号

開催希望日

第１希望
令和　　年　　月　　日（　　　）
　　　　時　　分　〜　　　　時　　分

第２希望
令和　　年　　月　　日（　　　）
　　　　時　　分　〜　　　　時　　分

話したい内容など

開 催 場 所

参 加 人 数

令和　　年　　月　　日

※お申込みは10人以上で、会場の確保や準備は申込者でお願いします。
　詳しくは、美咲町まちづくり出前講座のご案内をご覧ください。

問い合わせ先：美咲町議会事務局　電話 0868-66-1128

【申込方法】
「郵　　送」での申し込み：この申込書を糊付けして投函してください。
「F A X」での申し込み：この申込書を 0868-66-2038 まで送信してください。
「電子申請」での申し込み：右記のQRを読み取ってお申込みください。


